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Ｃｈａｐｔｅｒ１Ｃｈａｐｔｅｒ１
地域情報化推進事業の概要地域情報化推進事業の概要
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地域情報化の施策体系地域情報化の施策体系

都道府県情報ﾊｲｳｪｲ・地域公共
ﾈｯﾄﾜｰｸの整備促進

地域情報化の推進 Ⅰ．公共ﾈｯﾄﾜｰｸの構築

Ⅱ．公共ﾈｯﾄﾜｰｸを活用した
　　公共ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの展開

Ⅲ．地域情報化推進体制等
　　の整備

全国公共ﾈｯﾄﾜｰｸの構築

公共ﾈｯﾄﾜｰｸの地域への開放

公共ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ基盤の整備
（地域情報ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの開発）

公共ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ整備の推進
（防災・医療・教育分野における
公共ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの整備）

自治体ＣＩＯ育成教育の実施

国・自治体・企業などによる
地域情報化推進体制の構築

住民参画の促進等

出典：ユビキタスネット社会を実現する地域情報化戦略 最終報告書
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地域情報化のイメージ地域情報化のイメージ

地域公共
ネットワーク

地域公共
ネットワーク

地域公共
ネットワーク

地域公共
ネットワーク

公共ネットワークの構築

簡単便利な住民サービス

引越・出生・結婚などのライフイベント毎に
ワンストップ・サービスを実現

区市町村役場

公共ネットワークの活用

地域セミナー

地域情報化の
普及促進

地域ＮＰＯ等との連携

子育て支援など、行政情報
に加え、様々な情報を提供

新しいコミュニティづくり

電子町内会と地図情報を
組み合わせ、住民参加による
コミュニティ形成を支援

CIO教育

官民連携による地域活性化

地域産業の育成

旬の特産品を
いつでも買える

旬の特産品を
いつでも買える

漁業

農業

観光

地場商品

地域特産品
販売ポータル

安心安全な生活の確保

地震や水害等の状況をリアルタイムにキャッチ

他の自治体

定点監視カメラ

地上デジタル
CATV

災害災害災害災害

被災地への
支援や人員派遣

被災地への
支援や人員派遣

どこからでも
画像で被災状況が
分かる

どこからでも
画像で被災状況が
分かる

情報ハイウエイ情報ハイウエイ
情報ハイウエイ情報ハイウエイ

全国公共
ネットワーク

全国公共
ネットワーク

一度に全ての引越し
関連手続きが完了

一度に全ての引越し
関連手続きが完了



©©2005 2005 全国地域情報化推進協議会全国地域情報化推進協議会 4

全国地域情報化推進協議会の事業（案）全国地域情報化推進協議会の事業（案）

Ⅰ．公共ﾈｯﾄﾜｰｸの活用
地域情報プラットフォームの構築（標準仕様作成・管理）

レガシーシステムの移行モデルの確定

全国公共ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの整備（防災・医療・教育分野等）

地域公共ﾈｯﾄﾜｰｸの整備推進

公共ﾈｯﾄﾜｰｸの相互接続の推進（接続仕様作成・管理）

全国公共ﾈｯﾄﾜｰｸの整備推進

地域ＣＩＯ育成（ｅ－ﾗｰﾆﾝｸﾞ、集団研修等）

地域情報化ﾅﾚｯｼﾞﾗｲﾌﾞﾗﾘの構築・運用・管理

地域情報化に関する各種ｾﾐﾅｰ等の開催

地域情報ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの構築（標準仕様作成・管理）

Ⅱ．地域情報化の普及促進

Ⅲ．公共ﾈｯﾄﾜｰｸの構築
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地域情報プラットフォーム誕生の背景地域情報プラットフォーム誕生の背景

電子自治体の構築 レガシー改革・汎用機のサーバ化

行政の情報化行政の情報化
自治体内業務の効率化

住民利便性の高い行政サービスの提供住民利便性の高い行政サービスの提供

安全・安心で豊かな地域社会を形成安全・安心で豊かな地域社会を形成

情報システムの連携情報システムの連携

地域住民
地元企業など

電子申請

地域産業機関 公共ネットワーク

医療機関
地方公共団体 ライフライン

機関

教育機関

住民参加

地域の情報化地域の情報化
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地域情報プラットフォーム誕生の目的地域情報プラットフォーム誕生の目的
安心・安全で豊かな地域情報化社会の基盤形成に向け、自治体を起点とした高付加価値サー
ビスを提供する共通基盤を提供整備するための標準仕様を策定することを目的とします。

e-Japan戦略
（２００１年１月）

世界最先端のIT国家へ

e-Japan戦略Ⅱ
（２００３年7月）

通信インフラ整備など、
IT化の進展

2001年 2002年 2003年 2004年

ee--JapanJapan戦略戦略からの更なるからの更なる飛躍飛躍
さらなるさらなるITIT利活用の促進、利活用の促進、

安心・安全・豊かな情報化社会安心・安全・豊かな情報化社会へへ

20
05

年
20

05
年

電子交付物の活用

地域情報プラットフォーム

地域活性化

レガシー移行の契機 ビジネスチャンス拡大

住民のメリット 民間企業のメリット自治体のメリット

ワンストップサービス内務業務標準化・効率化 電子交付物の活用
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地域情報プラットフォームのイメージ地域情報プラットフォームのイメージ

図書館 学校
電話
会社

民間

Ａ自治体

Ｂ自治体

旅行
代理店

A地域
消防

A地域
警察

戸籍戸籍
システムシステム

税税
システムシステム

福祉･児童
システム

学校B地域
消防

地図
情報ガス

会社
病院

引越し
業者

住基
システム

住基
システム

各地域に独立して存在するサービス

戸籍
システム

福祉･児童
システム

地域情報プラットフォーム

病院病院

福祉・児童福祉・児童
システムシステム

戸籍戸籍
システムシステム

ガスガス
会社会社

引越し引越し
業者業者

住基住基
システムシステム

サービスを連携する技術

地域防災
サービス

地域教育
サービス

地域観光
サービス

付加価値の高い新たなサービスの創出

育児支援育児支援
サービスサービス

引越し引越し
サービスサービス
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地域情報プラットフォームのしくみ地域情報プラットフォームのしくみ
プラットフォームを標準化することで、他の自治体や民間企業と連携した
高付加価値のサービスを提供することが可能になります。

Ａ自治体

地域情報プラットフォーム

地域情報プラットフォーム地域ポータルサイト

地域情報プラットフォーム

自治体業務
統合ＤＢ

サービス連携基盤

標準インタフェース標準インタフェース

自治体業務

民間企業業務

Ｂ自治体

民間企業

中央府庁

住
民
記
録

文
書
管
理

電子申請 税務

民間事業

電
子
申
請

住民
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Ｃｈａｐｔｅｒ２Ｃｈａｐｔｅｒ２
地域情報プラットフォームの導入効果地域情報プラットフォームの導入効果
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地域情報プラットフォームの導入効果地域情報プラットフォームの導入効果
自治体のレガシー改革から地域情報化への発展自治体のレガシー改革から地域情報化への発展

現状

・ 標準インタフェースで連携
・ データを統合ＤＢに集約、一元化することで、
全体最適化を実現

地域情報化
標準仕様に
準拠したI/F

統合データベース統合データベース

自治体内
での連携

・ 様々なシステムが混在
・ 重要なデータが散在
・ システム間のインタフェースの整合性がない

・ 他自治体や地域企業などへサービス
を提供

・ サービス利用方法の標準化により、
容易に活用

サービス協調技術
標準仕様

他自治体

地域組織
ＮＰＯなど

ＩＤＣ
民金企業
など

官･民連携
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地域情報プラットフォームの導入効果地域情報プラットフォームの導入効果

庁内業務の最適化庁内業務の最適化

電子申請
受付システム

決裁

職員ポータル

業務処理

各種業務システム、文書管理、
電子決裁など

地域情報プラットフォーム
標準インタフェース

XML
データ

職員の判断、処理が必要な
部分だけ手動で対応

電子申請
自治体
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地域情報プラットフォームの導入効果地域情報プラットフォームの導入効果

ワンストップサービスワンストップサービス

自治体
電子申請

地域情報プラットフォーム

標準インタフェース

地域団体、NPO、民間企業など

地域ポータル

地域公共ネッ
トなどを活用

ワンストップ！
探し回らない、歩き回らない
同じことを何度も聞かれない

XML
データ

XML
データ
XML
データ
XML
データ
XML
データ

市民

電気、ガス
公共事業

郵便、銀行など 民間企業他自治体
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地域情報プラットフォームの導入効果地域情報プラットフォームの導入効果

ＡＳＰの活用ＡＳＰの活用

決裁職員ポータル業務処理

地域情報プラットフォーム

標準インタフェース

自治体

IDC、ASPなど
標準化・業務サービスのアウトソース

業務効率化・省力化

ASPへ移行

XML
データ
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地域情報プラットフォームの導入効果地域情報プラットフォームの導入効果

新たな高付加価値サービスの創造新たな高付加価値サービスの創造

サービスの組み合わせによる個別では実現できない付加価値を実現します。

標準インタフェース

地域ポータル NPOポータル ポータル提供事業者

地域情報プラットフォーム

標準化で新規の
参入も容易に

郵便、銀行など電気、ガス
公共事業

他自治体自治体
電子申請

民間企業
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地域情報プラットフォームの導入効果地域情報プラットフォームの導入効果

ユビキタス社会の実現ユビキタス社会の実現

電気、ガス、
公共事業

自治体
電子申請

標準インタフェース

モバイル向けポータル 携帯電話ポータル デジタルテレビ

市民に提供するポータルを確立しゲートウェイとすることで、多様な方法での
サービスアクセスを提供することができます。

流通業、
インターネット販売

ICタグ

小売店

情報家電

家庭

地域情報
プラットフォーム

郵便、銀行など 民間企業農協、漁協など
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Ｃｈａｐｔｅｒ３Ｃｈａｐｔｅｒ３
地域情報プラットフォーム地域情報プラットフォーム
推進計画と将来構想推進計画と将来構想



©©2005 2005 全国地域情報化推進協議会全国地域情報化推進協議会 17

地域情報プラットフォーム導入の進め方地域情報プラットフォーム導入の進め方

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

プラットフォーム実装推進プラットフォーム実装推進

プラットフォーム調査プラットフォーム調査

地域セミナー（講習会）・地域CIO育成地域セミナー（講習会）・地域CIO育成

技術・業務
標準化

自治体内連携

技術・業務
標準化

自治体内連携

技術・業務
標準化

自治体間、官民連携

技術・業務
標準化

自治体間、官民連携

技術・業務
標準化

コンセプト整理

技術・業務
標準化

コンセプト整理

官民連携仕様に準拠した自治体システム
の普及と高付加価値サービスの普及

プラットフォームを
普及・推進
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地域情報プラットフォームの将来構想地域情報プラットフォームの将来構想
自治体が起点となり、住民・民間企業と一体となった地域情報プラットフォームに
取り組み、自治体・住民・民間企業のみんながつながる地域情報化社会の基盤
を形成します。

ＰＣ

テレビ
携帯電話

ＰＤＡ

自治体

電気・ガス等工場等

郵便・銀行等

小売店等

地域情報地域情報
プラットフォームプラットフォーム

他自治体

住民と
『つながる』

民間企業と
『つながる』

他自治体と
『つながる』

安心・安全で豊かな
地域情報化社会
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ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました

地域情報プラットフォーム

つづいて結婚を例に挙げたつづいて結婚を例に挙げた
デモンストレーションをご覧くださいデモンストレーションをご覧ください
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